
君はなぜ研究を志すのか？

日本とアメリカの大学院での経験から

鈴木祐一

神奈川大学

大学生・大学院生のためのキャリアパス



経歴

• 東京学芸大学・教育学部 日本語教育 (BA) 

• 東京学芸大学大学院 英語教育(MA)

• メリーランド大学 第二言語習得(PhD)

• 神奈川大学 国際日本学部



英語教育

SLA研究
主な研究活動



最近の取り組み：SLA ｘ 英語教育の橋渡し

英語学習者向け

英語学習に纏わる日頃の疑問に
SLA専門家が答える。

英語教師向け

日本の中高における先駆的な文
法指導について調査。

2022年

2024年10月
学生・英語教育・SLA研究者向け2020年



本トークの目的

1. なぜ研究を志すか

2. なぜ研究留学にチャレンジするか

鈴木のキャリアパスを紹介

日本とアメリカでの大学院の経験から、
英語教育とSLA研究をどう行ってきたか



おことわり

研究者になるためのキャリアパスの一例

主な対象：研究者を目指す人

• ただ、大学院などで研究に携わる教員・教員
志望の方々にも聞いてほしい

• 留学How toではなく、留学の目的や学び方に
ついて話す

• 研究者としてのキャリア・成長（Professional 
development）のプロセスを紹介する



研究者として留学をオススメする理由

背景

1.  少子化などによる大学数・教育学部の減少
＝ 研究者のポストの減少

2.  英語教育研究は、２極化が進む

 実践重視（国内） VS 研究重視（海外）

海外での研究歴は重視される

◆就職：海外での研究歴が必須の公募

◆科研費・グラント：評価観点に国際性

◆国際学術誌などが評価される



アウトライン

1.修士課程（国内）から博士課程

（海外）まで

2.大学への就職

3.帰国後してからの10年



アウトライン

1.修士課程（国内）から博士課程

（海外）まで

2.大学への就職

3.帰国後してからの10年



研究の出発点＠東京学芸大学

日本人英語学習者

文法を「知っている」のに、なぜ「使えない」？

「知っている」から「できる」ようになるには？

修論（指導教官: 金谷憲）

文法処理の自動化の
重要性



修論 (2011)

文法処理速度とライティング能力の関係

SPST 
(syntactic processing speed test)

紙と鉛筆のSpeedテスト



修論の追試ー自動化の測定方法

どうしてつながりのある文章が書けるのか
―文法処理速度に焦点を当てて―STEP bulletin vol.23, 30-52.



「文法処理の自動化」を究めたい

– 2009年当時、自動化は、欧米のSLA研究ー認知心
理学的アプローチーで注目を集め始めていた（e.g., 
DeKeyser, 2001; Segalowitz, 2003）。

– 日本では門田修平先生（関西学院大学）を中心とし
た研究チームが、語彙処理の自動化の研究に着
手して成果を挙げていた。

認知心理学・心理言語学とSLA研究

についてもっと学びたい



博士課程＠メリーランド大学

自動化を極める
1. 自動化のための練習効果を高める

2. 自動化の測定方法

→どこまで「無意識の知識」を精密に測定できる
か？ 暗示的知識 vs 自動化した明示的知識



University of Maryland, College Park



PhD program of 
Second Language Acquisition



PhDまでの道

1,2年

Course work

3, 4年

Qualifying Paper

4, 5年

Dissertation



PhDまでの道

1,2年

Course work

3, 4年

Qualifying Paper

4, 5年

Dissertation

専門分野に関する知識を広げる



どんな授業を取ったか？

1. Research Issues In Second Language Learning; SLAA 740 

2. Task Based Language Teaching; SLAA 754 

3. Special Topics In Second Language Learning; SLAA 749

4. Psycholinguistics; LING 640
5. Issues In Psycholinguistics; LING641 

6. Second Language Processing; SLAA742 

7. Practice And Skill Acquisition; SLAA749P 

8. Topics in Language and Cognition; PSYC789L

9. Higher Cognitive Functions; PSYC789V
10. Age Effects in Second Language Acquisition; SLAA744

11. Applied Multiple Regression Analysis; EDMS651



どんな授業を取ったか？

• Research Issues In Second Language Learning; SLAA 740 

• Task Based Language Teaching; SLAA 754 

• Special Topics In Second Language Learning; SLAA 749

• Psycholinguistics; LING 640
• Issues In Psycholinguistics; LING641 

• Second Language Processing; SLAA742 

• Practice And Skill Acquisition; SLAA749P 

• Topics in Language and Cognition; PSYC789L

• Higher Cognitive Functions; PSYC789V
• Age Effects in Second Language Acquisition; SLAA744

• Applied Multiple Regression Analysis; EDMS651

＋聴講した授業多数（統計、SLAなど）



SLA・Psychologyの授業パターン

• 毎週、論文3本を読んで議論

• 最終授業課題で研究計画書（Proposal）

• Proposalを、Pilotとして１０人くらいデータを取ってみることも
多くあり

• 全部で8個のProposalを書いて、7つの研究を実施し、３・４本
くらいが論文となった。



PhDまでの道

1,2年

Course work

3, 4年

Qualifying Paper

4, 5年

Dissertation

ミニ博論 ｘ 2本（別テーマで）
Proposal→データ収集→口頭試問



自動化した無意識の言語知識（Implicit Knowledge）を
どのように測定できるのか？



PhDまでの道

1,2年

Course work

3, 4年

Qualifying Paper

4, 5年

Dissertation

IGERT



Language Scienceのトレーニング





IGERT 学際的な研究を行うための
トレーニング

1. Course work outside SLA (beyond comfort zone)

2. Events (Lunch talk, LSD, Winter Storm)

3. Lab rotation (Speech and Hearing Science Dept.)



Lab rotation

SLA

HESP

Explicit/Implicit 
learning

Child Language 
Acquisition



Imagine a circle that contains all of 
human knowledge:

The illustrated guide to a Ph.D.



By the time you finish elementary 
school, you know a little:



By the time you finish high school, you 
know a bit more



With a bachelor's degree, you gain a 
specialty:



A master's degree deepens that 
specialty:



Reading research papers takes you to 
the edge of human knowledge:



Once you're at the boundary, 
you focus:



You push at the boundary 
for a few years:



Until one day, the boundary gives way:



And, that dent you've made is called a 
Ph.D.

• メリーランド大学では2本のQualifying paper 
を書いてから、Dissertation

• ３回、突き抜けることが、テーマの広がりと深
さを出す



Of course, the world looks different 
to you now:



So, don't forget the bigger picture.

研究者は
常に謙虚であるべき



なぜ鈴木は博士課程で留学したのか？

修士のときに、様々な学術書や論文を読んで、
楽しいと思い、研究をもっと極めたいと思ったか
ら。



好奇心に基づく研究

米・プリンストン大の真鍋淑郎氏

（２０２１年ノーベル物理学賞）

若くして米国に渡り「好きな研究ができた」と自
由さを語った一方、日本の研究環境を「好奇心
に基づく研究が減ってきている」と憂えた。

（中日新聞, 2011/11/7）



鈴木の場合：なぜ研究を志すのか？

1. 研究が好きで仕方ない

「誰も知り得ていない知見を発見
したい」という好奇心に基づく研
究は重要。

自分の分野に縛られない学際的
な視点

まずは、地道に良い研究をして、
たくさん論文書くことを優先。

2. 教育実践に役立ちたい

研究のための研究だけでなく、
広く教育実践にも役立てたいと
いう考えを頭の片隅に置いておく

博士課程は、絞ったテーマを突
き詰める一方で、広い見識も学
んでおくべき。

→コースワーク

複数テーマで論文



PhD留学で得たもの

1. 学際的な研究を行う際のコミュニケーション力
(Beyond comfort zone)

2. 博士の学生中心のWinter Storm Workshop企
画・運営

3. 国際学術誌に投稿するのが当たり前の環境

どれも留学前に予想していなかった
経験・スキルを得ることができた



留学の真の意義は、
「不確実性」にある



アウトライン

1.修士課程（国内）から博士課程

（海外）まで

2.大学への就職

3.帰国後してからの10年



日本での就職

2014年8月

•博論のデータ収集のため一時帰国中

•神奈川大学・外国語学部の面接に呼ばれ
る→合格

2015年2月
•博論完成させ、帰国、着任。





補足: 提出した業績

1. Suzuki, Y. (2010). When Does Chunk Reading Help Learners’ 
Comprehension? - On Relative Clause – LEO (東京学芸大学大学院 英語研
究会誌), vol.39, 1-24. 学大のM1のときの授業課題

2. 鈴木祐一. (2011). どうして『つながりのある文章』が書けるのか―文法処理
速度に焦点を当てて―」STEP bulletin vol.23, 30-52.英検助成

3. 鈴木祐一. (2012).「教室における音読指導の効果検証―語彙習得と学習者ビ
リーフ―」『東アジア日本語教育・日本文化研究学会』vol 15, 169-186.
卒論

4. 鈴木祐一.(2012)「ラウドスピーカー―英語教育におけるシャドーイング教室
活動を日本語教育へ応用する―」『WEB版実践研究フォーラム報告』pp. 1-
10. 日本語を教えた授業実践

5. Suzuki, Y. (in press). Self-Assessment of Japanese as a Second Language: 
The Role of Experiences in the Naturalistic Acquisition. Language Testing.
Qualifying Paperのおまけ

→まずは「質」より「量」。
大学の異動にも論文は重要な要因の一つ。



アウトライン

1.修士課程（国内）から博士課程

（海外）まで

2.大学への就職

3.帰国後してからの10年



帰国後、留学の経験が活きたこと

留学中に得たスキル 帰国後に役立った

1. 学際的な研究でスキル
アップ・共同研究者とのコ
ミュニケーション

脳科学者（＠東北大学、富
山大学）とMRIやNIRS研究
を実施



帰国後、留学の経験が活きたこと

留学中に得たスキル 帰国後に役立った

1. 学際的な研究でスキル
アップ・共同研究者とのコ
ミュニケーション

脳科学者（＠東北大学、富
山大学）とMRIやNIRS研究
を実施

2. 国際学術誌に投稿するの
が当たり前の環境

2015–2024: 国際誌40本採択
SSLA, LL, MLJで、優秀論文
賞を受賞



最初は５ジャーナルで却下

•最初に国際学術誌に出した論
文「文法知識の自動化を最適
化する練習スケジュール」

•2013年に出して、４つの
ジャーナルで却下。

•SSLA→LL→AL→MLJ→LTR

•2015年に採択。

査読者とのやり取りの中に学びがある



Suzuki, Y. (2017). The optimal distribution of 
practice for the acquisition of L2 morphology: 
A conceptual replication and extension. 
Language Learning, 67, 512-545. 

Replication Awardに繋がる



帰国後、留学の経験が活きたこと

留学中に得たスキル 帰国後に役立った

1. 学際的な研究でスキル
アップ・共同研究者とのコ
ミュニケーション

脳科学者（＠東北大学、富
山大学）とMRIやNIRS研究
を実施

2. 国際学術誌に投稿するの
が当たり前の環境

2015–2024: 国際誌40本採択
SSLA, LL, MLJで、優秀論文
賞を受賞

3. 博士の学生中心のWinter 
Storm Workshop企画・運営

SLA研究者のコミュニティ
（J-SLARF）を運営
→『英語学習の科学』



日本のSLA研究者コミュニティ
J-SLARF



帰国後、5-10年



英語教育

SLA研究

SLAと英語教育の橋渡し



なぜ研究と実践が繋がるのか？

1. 神奈川大学や他大学で、英語教師志望の学生へ
「英語教育学」や「第二言語習得論」を教え始めた。

2. 「そのSLA研究、当たり前じゃない？（やる意味ある
の？）」 by 元指導教官

大学での研究⇄教育



鈴木の今現在の目標
SLA研究と教育実践の橋渡し

SLA研究者として
日本の英語教育を貢献できることは？



焦点をシフト



突き抜けようとしたことがあるから、
全体像を見直すこともできる

SLA研究と教育実践の橋渡しして、
日本の英語教育をより良くしたい



君はなぜ研究を志すのか？
日本とアメリカの大学院での経験から

1. 研究への情熱：研究の原動力は、「誰も知り得てい
ない知見を発見したい」という好奇心。

2. 挑戦：留学や学際的な研究で、comfort zoneを超
える経験がキャリアアップに繋がる。

3. 研究と教育：まずは研究の量。そして、質を高めて、
着実に業績を積み上げる。研究の最前線にいよう
と努力することが、教育にも役立つ。

質問・留学相談はEmail等で 
yuicchi0819@gmail.com 

@YSuzuki_SLAer



You’ve got to find what you love.
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